
ただいまぁ！　伊自良湖に帰ってきたよ　遊びに来てね コイの放流（ 3月19日）
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（人口は、平成19年1月末の住民基本台帳人口）�
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221億9,665万円
（△16.46％）

115億円9,943万（△14.37％）

101億9,943万円（△11.98％）

4億9,722万円（△67.96％）

平成19年度予算

一般会計

特別会計

企業会計
（予算規模）

予算総額（予算規模）

　 し た
　 の 住 み よ いまちづくり」を目指して

豊かで美しい自然を守るまちづくり

豊かな心と文化を育むまちづくり

農業振興対策
★農地・水・農村環境保全向上対策事業 ……4,830
◎畜産環境衛生事業補助 ………………………4,620
★団体営基盤整備促進事業 ……………………74,222
（大桜地区　用排水路改良など）
（大森地区　パイプライン布設など）

地域振興対策
▼地域振興イベント事業負担（3地域）………22,500

子育て支援
★放課後子どもプラン（富波小）………………2,121
文化振興対策
▼花咲ホール公演事業 …………………………9,491
学校教育の推進
◎美山中学校整備事業（造成工事など） ……86,153

新しい未来を創るまちづくり

市民参画
★アダプトプログラム実施（協働型まちづくり）……700
◎男女共同参画推進 ………………………………882
健全な財政運営（行財政改革）
★市民税等収納率向上（インターネット公売の実施）…557
▼各種補助金の見直し ………………………△36,629
▼経費削減（職員対応、環境パトロールなど） △7,872
▼人件費（退職職員不補充） ………………△85,994

健やかで安らかなまちづくり

少子化対策（子育て支援）
★出産祝金（第3子以降の出産10万円支給）……………4,000
★発達支援教室（乳幼児軽度発達障害） …………………152
☆市単乳幼児等医療費助成（入院のみ小学6年生まで拡充）……2,444
☆児童みちくさクラブ・放課後児童クラブ実施………15,858
（時間延長午後7時まで）
☆妊婦一般健康診査（3回）………………………………4,430
●保育園一時保育の実施
◎子育て短期支援事業（夜間養護・短期入所） …………449
高齢者対策
◎高齢者等住宅屋根雪下ろし助成 …………………………300
▼いきいき推進券配布事業（77歳以上）

（5,000円→3,000円）……………………7,391
▼長寿者報奨金（50万円→10万円）………………………524
防災対策
★広域IP通信網整備…………………………………………315
（GPS機能付き携帯電話等位置情報システム）
★地震防災マップ作成 ……………………………………7,069

便利で快適なまちづくり

公共交通対策
◎自主運行バス補助 ……………………………………114,527
情報化対策
◎IP専用電話購入・助成事業 ……………………………1,500
◎インターネット業務委託………………………………59,229
公共交通の充実
◎市道等整備事業 ………………………………………197,173
（道路橋りょう維持補修・道路改良工事など）

活力ある産業のまちづくり

環境対策
◎クリーンセンター建設事業 ………………305,153
◎地球温暖化対策実行計画実施 …………………242
森林整備対策
◎育林推進事業補助 ……………………………8,280
◎高齢級間伐事業（花粉症対策）…………………863

事業の見方　�★新規�☆拡充�◎継続�●ゼロ予算�▼縮小　�金額の単位はすべて千円�



人件費�
30億3,843万円�
（26.4％）�

　その他�
　4億5,983万円�
　（3.9％）�

扶助費�
9億6,179万円�
　  （8.4％）�

公債費�
18億7,535万円�
（16.3％）�

物件費�
18億4,974万円�
（16.1％）�

補助費等�
  7億�
　4,202万円�
　（6.5％）�

※維持補修費、積立金、�
　貸付金など�

繰出金�
14億490万円�
（12.2％）�
※市の他会計へ�
　支出する会計�
　　間の経費�

※市債償還金など�

　　　農林�
　　水産業費、�
　商工費�
10億5,664万円�
　（9.2％）�

労働費、予備費�
3,654万円�
（0.3％）�

議会費�
1億8,581万円�
（1.6％）�

民生費�
28億1,112万円�
　（24.4％）�

衛生費�
 12億�
  5,150万円�
　（10.9％）�

　土木費�
9億779万円�
（7.9％）�

消防費�
5億�
 5,999万円�
 （4.9％）�

教育費�
12億2,141万円�
（10.6％）�

公債費�
18億7,535万円�
（16.3％）�

総務費�
15億9,385万円�
（13.9％）�

予算総額�

115億円�

予算総額�

115億円�

※市の事務処理・�
　 委託料などの�
　　　　経費　�

普通建設事業費�
11億3,442万円�
（9.9％）� 予備費�

3,352万円�
（0.3％）�

※道路、学校、庁舎など公用�
　又は公共用施設の整備費�
�

予算総額�

115億円�

　地方譲与税�
　各種交付金�
　7億1,024万円�
　　（6.2％）�

その他�
6億1,679万円�
（5.4％）�

その他�
7.7％�

市　税�
　30億�
　　6,337万円�
　　 （26.6％）�自主財源�

   48億�
     826万円�
    （41.8％）�

繰入金�
11億�
2,810万円�
（9.8％）�地方交付税�

　39億3,100万円�

　　　（34.2％）�

依存財源�
 66億�
　9,174万円�
　　 （58.2％）�

　国・県支出金�
　10億�
　5,800万円�
　（9.2％）�

　市　債�
9億9,250万円�
　（8.6％）�

市民法人税�
　5.0％�

交付金、�
滞納繰越�
1.0％�

たばこ税、�
軽自動車税他�
　　　7.7％�

市民個人税�
　35.4％�

土地�
16.4％�

建物�
21.6％�

償却資産�
12.9％�

市民税�
　40.4％�

固定�
資産税�
  51.9％�

市税・�
繰入金�
その他�

分担金・負担金・使用料�
手数料など�
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歳
入
で
は
、
市
税
が
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
税
源
移
譲
分
と
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率
減
税
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の
で
、
企
業
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少
な
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当
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い
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他
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ら
れ
る
景
気
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復

に
よ
る
増
収
は
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込
め
な
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状
況
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っ
て
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。
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付
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％
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担
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の
引
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額
と
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っ
て
い
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す
。
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、
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減
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よ

り
市
債
の
発
行
額
、
基
金
の

繰
入
金
が
前
年
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き
く
減
額
と
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っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
特
徴

歳
出
面
で
は
、
子
育
て
支

援
策
に
重
点
を
置
く
と
共

に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
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、
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山
中
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と
い

っ
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
備
え
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人
件
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を
は
じ
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、
旅
費
、
委
託
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等
経
常

経
費
の
抑
制
お
よ
び
事
務
事

業
の
見
直
し
、
普
通
建
設
事

業
に
あ
っ
て
は
単
独
事
業
の

大
幅
削
減
等
行
い
、
徹
底
し

た
経
費
削
減
に
努
め
ま
し

た
。

豊かな自然と活力ある都市が調和　
「安らかで快適な 2 1 世 紀 　

歳
出
の
特
徴

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課

22
―

6
8
2
5

会　計　別　予　算　額　内　訳　表
会　計　名 平成19年度 平成18年度 比　　較 増減率

一　　般　　会　　計 115億円0,000万 134億3,000万円 △19億3,000万円 △14.37％
国 民 健 康 保 険 31億2,942万円 30億6,190万円 6,752万円 2.21％
老　人　保　健 29億6,996万円 30億7,651万円 △1億6,655万円 △3.46％
介　護　保　険 17億6,200万円 16億8,530万円 7,670万円 4.55％
簡 易 水 道 事 業 7,718万円 1億2,556万円 △4,838万円 △38.53％
農業集落排水事業 4億6,689万円 4億6,902万円 △213万円 △0.45％
公共下水道事業 15億1,171万円 29億4,715万円 △14億3,544万円 △48.71％
高 富 財 産 区 227万円 220万円 7万円 3.23％

地 域 情 報 化 事 業 2億8,000万円 2億2,000万円 6,000万円 27.27％
企 業 会 計（水道） 4億9,722万円 15億5,205万円 △10億5,483万円 △67.96％

計 221億9,665万円 265億6,969万円 △43億7,304万円 △16.46％

特
　
別
　
会
　
計

歳出

※（ ）内の数値は構成比

一般会計歳出予算の内訳

歳入
※（ ）内の数値は構成比

一般会計歳入予算の内訳
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市　　税�

予算現額��
27.3億円��
〔20.1％〕�

調定額��
29.8億円��
（109.2％）�

収入額��
23.3億円��
（85.3％）�

地方交付税�

予算現額��
38.0億円��
〔28.0％〕�

調定額��
38.1億円��
（100.3％）�

収入額��
38.1億円��
（100.3％）�

国庫支出金�
県支出金�

予算現額��
11.4億円��
〔8.4％〕�

調定額��
5.1億円��
（44.7％）�

収入額��
3.2億円��
（28.1％）�

市　　債�

予算現額��
24.0億円��
〔17.7％〕�

調定額��
5.1億円��
（21.3％）�

収入額��
5.1億円��
（21.3％）�

その他収入�

予算現額��
35.0億円��
〔25.8％〕�

調定額��
17.5億円��
（50.0％）�

収入額��
17.2億円��
（49.1％）�

歳　　入�
予算現額��

約135.7億円�

〔　〕は、予算現額総額に対する割合�
（　）は、各科目の予算現額に対する割合�

総 務 費�

予算現額��
17.2億円��
〔12.7％〕�

負担行為額��
12.1億円��
（70.3％）�

支出額��
10.3億円��
（59.9％）�

民 生 費�

予算現額��
30.0億円��
〔22.1％〕�

負担行為額��
21.9億円��
（73.0％）�

支出額��
21.4億円��
（71.3％）�

土 木 費�

予算現額��
15.0億円��
〔11.0％〕�

負担行為額��
11.4億円��
（76.0％）�

支出額��
8.3億円��
（55.3％）�

教 育 費�

予算現額��
23.2億円��
〔17.1％〕�

負担行為額��
19.6億円�
（84.5％）�

支出額��
12.9億円��
（55.6％）�

公 債 費�

予算現額��
17.1億円��
〔12.6％〕�

負担行為額��
8.6億円��
（50.3％）�

負担行為額��
8.6億円��
（50.3％）�

その他支出�

予算現額��
33.2億円��
〔24.5％〕�

負担行為額��
26.3億円��
（79.2％）�

支出額��
21.7億円��
（65.4％）�
�

歳　　出�
予算現額��

約135.7億円�

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
条
例
に
基
づ
き

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま

す
。今

回
お
知
ら
せ
す
る
の

は
、
平
成
十
九
年
一
月
末
現

在
に
お
け
る
平
成
十
八
年
度

の
予
算
執
行
状
況
な
ど
で

す
。一般会計予算額の変遷 予　算　額

当 　 初 　 予 　 算 134億3,000万円

繰　越　事　業　分 4,207万円

補正予算（第1～4号） 1億0,080万円

予算現額（H19 .1 末） 135億7,287万円

※平成19年1月末現在における平成18年度予算執行状況など�
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●
一
般
会
計
歳
入
の
状

況
平
成
十
九
年
一
月
末
現
在

の
調
定
額
は
九
十
五
億
六
千

四
百
八
十
九
万
円
（
執
行
率

七
〇
・
五
％
）、
収
入
済
額

で
は
八
十
六
億
九
千
二
百
万

円（
収
入
済
率
六
四
・
〇
％
）

で
、
計
画
ど
お
り
順
調
な
執

基　　金　　名 現　　在　　高
財 政 調 整 基 金 18億9,134万円
減　　債　　基　　金 11億9,330万円
教 育 施 設 整 備 基 金 1億2,201万円
魅力あるまちづくり基金 11億8,675万円
消 防 施 設 整 備 基 金 1億8,469万円
合 併 振 興 基 金 7億0,649万円
地 域 福 祉 基 金 5億4,808万円
国 民 健 康 保 険 基 金 5億6,775万円
土 地 開 発 基 金 5億0,600万円
高 富 財 産 区 調 整 基 金 1億3,292万円
そ の 他 の 基 金 3億3,433万円

合　　　　計 73億7,366万円

※市民1人当たり　23.9万円

基金残高の状況

●
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

平
成
十
九
年
一
月
末
現
在

の
支
出
負
担
行
為
額
は
九
十

九
億
八
千
七
百
九
十
八
万
円

（
執
行
率
七
三
・
六
％
）、
支

出
済
額
で
は
八
十
三
億
一
千

八
百
五
十
万
円
（
支
出
済
率

六
一
・
三
％
）
で
、
計
画
ど

お
り
順
調
な
執
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特別会計の状況

特　別　会　計　名 区 分 予　算　a 調定・負担b b／a 収入・支出c c／a

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

高 富 財 産 区

地 域 情 報 化 事 業

計

32億3,963万円

31億1,728万円

17億1,769万円

1億2,556万円

4億6,918万円

30億5,092万円

220万円

2億4,628万円

119億6,874万円

歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出

24億3,705万円
22億2,759万円
22億0,187万円
22億3,684万円
15億3,775万円
11億2,807万円
1億2,893万円
5,101万円

2億6,954万円
3億1,524万円
5億2,837万円
24億3,264万円

213万円
161万円

2億5,263万円
1億6,515万円
73億5,827万円
85億5,815万円

75.2％
68.8％
70.6％
71.8％
89.5％
65.7％
102.7％
40.6％
57.4％
67.2％
17.3％
79.7％
96.8％
73.2％
102.6％
67.1％
61.5％
71.5％

20億6,948万円
21億7,560万円
22億0,187万円
22億3,509万円
14億8,260万円
11億1,891万円
1億2,716万円
4,875万円

2億5,834万円
1億8,702万円
5億1,477万円
11億3,119万円

213万円
161万円

2億5,021万円
1億5,845万円
69億0,656万円
70億5,662万円

63.9％
67.2％
70.6％
71.7％
86.3％
65.1％
101.3％
38.8％
55.1％
39.9％
16.9％
37.1％
96.8％
73.2％
101.6％
64.3％
57.7％
59.0％

地方債の借入残高状況

区　　　　　分 現　　在　　高
一 般 会 計 分

簡 易 水 道 事 業 分
農 業 集 落 排 水 事 業 分
公 共 下 水 道 事 業 分
地 域 情 報 化 分

合　　　　　計

普 　 　 　 通 　 　 　 債
災 害 復 旧 債
臨 時 財 政 対 策 債
合 併 特 例 債
そ の 他 一 般 会 計 分

2 0 3 億 3 , 9 5 7 万円
116 億 9 , 3 9 3 万円

3 , 7 5 7 万円
33 億 8 , 5 9 6 万円
36 億 1 , 3 4 0 万円
16 億 0 , 8 7 1 万円
12 億 6 , 6 4 5 万円
46 億 9 , 6 2 2 万円
10 億 0 , 9 5 0 万円
19 億 2 , 5 6 0 万円
292 億 3 , 7 3 4 万円

※市民1人当たり　94.6万円

企業会計の状況

区　　分 予　算　a 執 行 額 b b／a

収益的収支

資本的収支

収入
支出
差引
収入
支出
差引

3億5,650万円
3億3,086万円
△2,564万円
9億6,232万円
13億4,819万円
△3億8,587万円

2億5,830万円
1億0,965万円
1億4,865万円
1億9,504万円
12億7,373万円

△10億7,869万円

72.5％
33.1％

20.3％
94.5％

企業債残高　23億7,196万円

※水道事業
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市役所内の組織を改編しました！�市役所内の組織を改編しました！�市役所内の組織を改編しました！�市役所内の組織を改編しました！�
5部20課室4出先、2事務局3課、1本部2署�

■各課などの業務内容（青文字の課は業務内容が一部変更になったり、新設された課です）

部 等 名 課 等 名 電話番号 主　な　業　務　内　容

総　務　部

市民環境部

保健福祉部・
福祉事務所

産業経済部

秘書広報課

総務課

企画財政課

有線テレビ局

市民課

税務課

徴収対策室

環境衛生課

社会福祉課

子ども家庭課

健康課

農林課

林業振興室

産業振興課

建設課

都市計画課

水道課

総務課

会計課

伊自良支所

美山支所

西武芸出張所

学校教育課

生涯学習課

本部・南消防署

北消防署

22-6821

22-6820

22-6825

22-6100

22-6827

22-6822

22-6843

22-6828

22-6837

22-6839

22-6838

22-6829

22-6834

22-6830

22-6832

22-6833

22-6835

22-6840

22-6823

36-3301

55-3111

52-3100

22-6844

22-6845

22-0119

55-2119

秘書、広報、職員研修、人事

選挙、統計、行政相談、交通安全、バス政策、自治会、情報施策

財政計画、予算編成、企画調整、行財政改革推進室

番組制作、インターネット、IP電話

戸籍、国保、国民年金、老人保健、後期高齢者医療制度

市民税、軽自動車税、法人税、固定資産税

市税、各種使用料など徴収

環境対策、クリーンセンター

人権、福祉医療、障害者自立支援、介護保険

児童手当等、乳幼児健診、母子保健、子育て支援センター、保育園など

高齢者福祉、包括支援センター、各種ガン検診、国保特定健診

農業委員会、農業振興、土地改良

林業振興、森林保全、治山林道

下水道、農業集落排水、上水道、簡易水道

議会調整、監査委員、公平委員会

予算収入支出、決算、現金管理

戸籍、保険、北部地域活性化対策、美山地域社会体育施設維持管理

戸籍、保険

各小中学校、学校給食、就園奨励、教育センター

総務課、予防課、警防課

畜産振興、水産振興、商工振興、産業団地対策室、グリーンプラザ、
香り会館

道路河川維持管理、官民境界、道路河川建設、公共事業用地買収、
地積調査

戸籍、保険、畜産環境保全対策、伊自良地域社会体育施設維持管理、
さわやかドーム施設維持管理

生涯学習振興、スポーツ振興、文化芸術振興、公民館、体育館、文
化の里、図書館

基盤整備部

議会事務局

会計管理者

支所・出張所

土地開発、建築確認、公園緑地、公営住宅、住宅耐震、工事検査、
東海環状自動車道対策室

教育委員会
事務局

消 防 本 部
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○
保
健
福
祉
部
の
3
課
を
再
編
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

・
地
域
福
祉
制
度
に
係
る
各
種
手
続

の
窓
口
を
社
会
福
祉
課
へ
集
約
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

・
社
会
福
祉
課
、
健
康
課
、
生
涯
学

習
課
が
担
当
す
る
子
ど
も
支
援
事

業
を
集
約
し
、
子
ど
も
に
対
す
る

施
策
を
行
う
子
ど
も
家
庭
課
を
設

置
・
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
高
齢
者
も

対
象
と
し
て
実
施
す
る
体
制
と
す

る
た
め
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健

康
課
に
移
管
し
成
年
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
一
貫
し
た
推
進
体
制
を
整

備
○
基
盤
整
備
部
に
水
道
部
を
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
業
務
執
行
体
制
を

強
化

○
総
合
企
画
課
と
財
政
課
を
統
合

し
、
企
画
財
政
課
と
す
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
の
総
点
検
を
行
い
、

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
行
財
政

改
革
推
進
室
を
設
置

○
管
理
課
を
廃
止
し
、
建
設
課
と
都

市
計
画
課
の
2
課
に
再
編
統
合
し

事
務
効
率
と
連
携
を
強
化

○
都
市
計
画
課
に
、
東
海
環
状
自
動

車
道
の
早
期
開
通
を
目
指
し
、
東

海
環
状
自
動
車
道
対
策
室
を
設
置

○
水
道
課
に
下
水
道
課
を
統
合
し
、

工
事
・
業
務
部
門
の
連
携
と
効
率

を
向
上

○
生
涯
学
習
課
に
文
化
課
を
統
合

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事

務
効
率
を
強
化

○
山
県
市
伊
自
良
図
書
館
、
山
県
市

伊
自
良
美
術
館
、
山
県
市
伊
自
良

歴
史
民
俗
資
料
館
を
そ
れ
ぞ
れ
山

県
市
図
書
館
、
山
県
市
美
術
館
、

山
県
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
名
称

変
更

組
織
改
革

そ
の
他
の
改
正
点

子
ど
も
支
援
の
充
実
を
組
織
改
革
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
子
ど
も
家

庭
課
を
設
置
。
事
務
の
効
率
化
、
業
務
執
行
体
制
の
強
化
を
図
り
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

会議室�
302

会議室�
301会議室�

303

会議室�
304

会議室�
305

大会議室�

階
段
�

休憩�
コーナー�

階
段
�

W
C

EV

WC

学
校
教
育
課
�

生
涯
学
習
課
�

教
育
長
室
�

3 階�

2 階�

1 階� 1 階�

2 階�

本 庁 舎 フ ロ ア 図� 福祉健康ふれあいセンターフロア図�

W
C
階
段
�

階
段
�

水
道
課
�

税
務
課
�

会
計
課
�

WC

宿日直室�

公衆電話�
市民ホール�

正面玄関�

EV

西
口
�

裏
口
�

総
合
案
内
�

市
民
課
�

会議室�
201

市長室�

都市計画課�
東海環状自動車道対策室�

建
設
課
�

階
段
�

総
務
課
�

助
役
室
�

WC

EV

公
室
�

階
段
�

W
C

企画財政課�

徴
収
対
策
室
�

環
境
衛
生
課
�

農
林
課
�

林業振興室�
産業振興課�

秘書�
広報課�

健康課�

社会福祉課�

子ども家庭課�

WC

WC

応接室�

正面玄関�

歯科�
診察室�

測定室� 相談室3

相談室4検査室�内科�
診察室�

準備室�

山県市デイサービスセンター�
ふれあい�相談室1

階
段
�

西
口
�

会
議
室
2-3
�

会
議
室
2-2
�

会
議
室
2-1
�

ELV

階
段
�

吹
き
抜
け
�

吹
き
抜
け
�

ELV

栄養指導室�

行財政改革推進室�

地域包括支援センター�
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期日前投票と不在者投票
投票日当日に、次に該当する見込みの人などは期日前
投票または不在者投票をすることができます。
・仕事や冠婚葬祭などの用務に従事する

・決められた投票区域外に旅行または滞在する

・妊娠や出産、病気、手術などの理由で歩行が困難

また、都道府県が指定する病院や老人ホームに入院または入所している人には、その施設で投
票できる不在者投票制度があります。
身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証をお持ちの人で、一定の要件を満

たす人には、郵便などによる不在者投票制度があります。ただし、郵便などによる不在者投票を
行うには、事前に市選挙管理委員会で郵便等投票証明書の交付を受けてください。

山県市長選挙立候補予定者説明会の開催日時

4月3日（火） 午前10時～

山県市役所 3階　会議室303

選　挙　名 期日前投票期間 会 場 お よ び 時 間

岐阜県議会議員選挙

山県市長選挙□□□

3月31日（土）
～4月7日（土） 山県市役所

午前8時30分
～午後8時

伊自良支所

午前8時30分
～午後5時

美山支所

午前8時30分
～午後5時

4月16日（月）
～4月21日（土）

これまでの投票所 新しい投票所

富岡小学校体育館
高 富 公 文 書 庫

（旧法務局高富出張所）

富岡東投票区 投票所を変更

岐阜県議会議員選挙から、投票所が右のとお
り変更となりますので注意してください。

日　時

場　所

岐阜県議会議員選挙 4月 8日（日）
山県市長選挙 4月22日（日）

わたしたちのくらしに直接結びつく2つの選挙が行われます。

投票日には大切な一票を投じましょう。

※一定期日までに山県市議会議員に欠員が生じた場合には、山県市長選挙の日に山県市議会議員補欠選挙も行わ
れることになります。

告示日 3月30日（金）

告示日 4月15日（日）
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2月25日、文化の里花咲きホールで、ちびっ子フェ
スティバルⅡ（ちびっ子フェスティバル実行委員会市
子育て支援ネットワーク協議会主催）が開催されまし
た。
この日は、岩崎よしこさん（バイオリン）、飯沼しょう

こさん（ピアノ）、栗木じゅんこさん（歌）を招いた「親
子ファミリーコンサート」や「絵本の読み聞かせ」など
のふれあいコーナーが用意され、参加した親子ら250
人が、歌や手遊びなどで楽しみました。
また、会場にはアンパンマンなどの着ぐるみで手伝

う、ジュニアリーダーズクラブのメンバーもいました。

みんなで一緒に歌ったよ
ちびっ子フェスティバルⅡ　

2月23日、文化の里花咲きホールで市内小中学
校教職員研修会（市教育委員会主催）が行われ、
勤続15年の市内教職員12人を対象に教育委員
会表彰がありました。
また、教職員が作成した実践記録47点と自作

教具3点の中から選出された、21点の入賞作品
の表彰も行われ、最優秀者2人が実践内容を発
表されました。
最優秀賞 大山夏生教諭（高富小学校）

若井真由美教諭（美山中学校）
新人賞 今井慎也（高富小学校）

先生たちも学習してます
市教職員研修会　

このたび、市推奨土産品の「鴨肉スモークムネ
モモセット」が、全国観光土産品連盟会長努力賞
に輝きました。
各地の観光土産品の発掘・育成・振興などに

寄与することを目的として行われている全国推奨
観光土産品審査会。今年は1,175点の出品が寄
せられ、市観光協会からは5点出品されました。
古田正明市観光協会長は、「これからも『山県

市』の名を全国に広めたい」と話されました。

カモ肉全国で入賞
市推奨土産品

資料を読み取る力をつける工夫をしました

バイオリンやピアノの音色っていいね

わたしたちの取り組みが認められました
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3月2日、平成18年度岐阜県火災予防関係功
労者表彰式において、岐阜県女性防火クラブ運
営協議会長表彰の指揮旗を授与された、市女性
防火クラブ（柴田寿子代表）の5人が報告に市長
を表敬訪問されました。
同クラブの皆さんは、「これからも地域の防災リ

ーダーとして、地域防災の強化に取り組みたい」
と意気込みを話されました。
おめでとうございます

女性防火指揮旗受賞
女性防災クラブ　

3月4日、「春の好日会」に市教育委員会が、学校心理士で
もあるアルパ演奏者上之山幸代さんを招き、アルパミニコン
サートと紹欽茶会を開催。約100人が参加した。
アルパは、弓矢をイメージして作られた甘い音色の南米楽

器。
上之山さんは、色鮮やかな民族衣装で登場。日本語教師

として3年間を過ごした南国パラグアイでの思い出話や、「千
の風になって」のほか、カウンセリングを行う中で心に残った
言葉を歌にしたオリジナル曲「空の上の光の魂たち」を紹介
しながら、来場者の心を温かく包み込んだ。
また、紹欽お茶会にも約130人が参加しにぎわいました。

南国の甘い音色アルパ演奏会
文化の里古田紹欽記念館　

昨年1月に発足した、元気な森林を地域が主体
となって守っていこうと県内で初めて設置された
市町村森林管理委員会「山県市森林づくり会
議」。
3月7日、同会議の富永財産区の森林所有者永

田京一さんら8人が市長を表敬訪問し、利用間伐
モデル事業として、林道を整備された周辺で作業
道を作り、高性能の機械を活用し作業の低コスト
化を図った成果活動を報告されました。
この後、今回の実証をもとに「木材の供給は地

産地消となるように」と今後の取り組みについて
討論されました。

地産地消を目ざして
山県市森林づくり会議

これからも地域に貢献していきます

アルパの音色っていいね

今回の実践で、所有者に利益を還元できました
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2月16日、伊自良湖周辺の有効活用や観光事
業の振興、地域の活性化を図る目的でつくられた
「伊自良湖周辺整備検討委員会」の第2回が伊自
良湖荘で行われました。
今回は「今ある自然、史跡を活用し青少年の家

と連携した事業に利用しやすい整備が必要」な
ど活発な意見が出ました。
また、1回目の意見を反映した、「伊自良湖のボ

ート修理や枯れ松の伐採を事業化、伊自良湖周
辺のガイドマップ作成などに取り組む」と事務局
からの説明もありました。

今ある資源を活性化するために
伊自良湖周辺整備検討委員会　

3月1日、「グリーンプラザみやま」では、昨年3
月から1年間にキャンプ場とコテージに宿泊され
たグループを対象に抽選会を開催。
約2,000グループの抽選券の中から、同施設の

宿泊券や市の特産品などが46グループに当たり
ました。
また、この日は19年度キャンプ場の予約開始

日。スポーツ少年団などの代表者や学習塾講師
らが、5月の連休や夏休み中の予約の手続きにと
県外から訪れました。

感謝の気持ちを込めて
グリーンプラザ美山感謝祭　

2月26日、高富小学校体育館で東海女子大学総合
福祉学部講師である小島基次さんを招いて、講演や
親子体操などが行われ（高富保育園家庭教育学級主
催）、年少以上の親子約220人が参加しました。
この日は「親として今しておくこと」と題し、こどもの

心・体・頭は六感で伸びます。と子どもへの言葉がけ
や笑顔、心の持ち方をわかりやすく話され、参加した
親子は手を取り合ってふれあいの大切さを学びまし
た。
参加者は「普段家では見られない子どもの笑顔に

気づいた」「子どもとふれ合う時間や話をする時間を
増やしたい」などと話していました。

ここがポイント
高富保育園家庭教育学級

宿泊券、当たらないかなー

たくさんの人に楽しんでもらいたいです

家でもできたら楽しいよね
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１　学校及び学級の適正な規模等のあり方について

◎文部省助成課資料「これからの学校施設づくり」（1984
年）では、学級数による学校規模について以下のような
区分を定めている。

（1）教科学習の面からの適正規模

少人数のほうが適切な教科、ある程度の人数であるほ
うが適切な教科がそれぞれあり、「多からず、少なからず」
の適正人数であることが望ましい。
・算数・数学などは少人数であるほうが理解の深まる教
科であるが、国語などは、ある程度人数が多いことで
思考の幅が広がり、多様な考えを引き出すことができ
る教科であり，それぞれの規模で学習効果が上がる。

・音楽や体育の教科では、少人数過ぎると授業自体が成
立しない場合がある。

・少人数の場合、教師の目が行き届き、個別指導により
きめ細かな指導ができるが、ある程度の人数の中で競
争しながら学ぶことも必要である。

・複式学級の場合、上学年の子が下学年の子の面倒をみる
というプラス面もあるが、学年別授業では教室を前後に
分けての授業となり、補助的な教員が配置されているも
のの、授業効果や見届けの点でマイナス面がある。

・中学校は教科担任制であり、9教科をカバーできる教員
定数が配置される学校規模であることが望ましい。

・国立教育政策研究所紀要　第131集（2002年）による
と、教員が「適正」であるとする回答率が最も高い1学
級当たりの児童数は、以下のようである。
算数：11～20人、音楽・体育：26～30人、左記以外
の教科：21～25人

（2）特別活動等の集団活動の面からの適正規模

集団活動として機能し、それが成立するために、ある
いは人間関係を築き、他の個性と交わり学び合うために
は、ある程度の人数が必要である。
・学級として集団活動や集団生活をするためには、ある
程度の人数が必要である。

・少人数集団では人間関係や評価が固定化し、人格形成
のうえで悪影響がある。

・少人数集団では仲間と切磋琢磨の機会が少なくなり、
たくましさが育ちにくい。

・少人数集団では男女比の不均衡を生じることもあり、
それが極端になると集団活動に支障をもたらし、ある
程度の母集団が必要となる。

・いろいろな個性をもつ多くの友とふれあい、かかわり
あうことで、一個人の成長が促される。

（3）学校運営等の面からの適正規模

学校運営においては必要最低限の校務分掌があり、小
規模校では一人の教員が複数の校務分掌を分担すること
になり、負担が大きい。
・1学年1学級では、一人の教員が学級担任をしながら、
学年主任も教科主任も兼ねることがある。1学年に複数
の学級があれば、児童・生徒の指導について相談した
り、教科内容の研究ができる。

・中学校で1学年1学級となると教科数に必要な教員数が
確保できない。

（4）まとめ

1学級の適正人数は一概に何人とは言えないが、少人数
あるいはある程度の人数というように、集団の選択が可
能なだけの学級規模が望ましい。当検討委員会としては、
少なくとも現在あるいは近い将来に複式学級編制となる1
学年8人以下の学級、近い将来に複式学級は解消されるが
少人数過ぎると思われる学級を有する小学校、および近
い将来に学年単学級となる中学校について、学校統合に
より一定の規模の学校にすることが望ましいとの判断に
至った。
ア）「伊自良北小学校と伊自良南小学校」を統合することに

ついて

・伊自良北小学校は現在複式学級を有し、平成21年度に
複式学級は解消されるが、1学級11人前後、全体でも
70人以下であり、少人数、小規模校過ぎるとの判断で
ある。

・両校の統合により1学級30人前後となり、学年によっ
ては2学級編制となる。

イ）「乾小学校、富波小学校と西武芸小学校」を統合するこ

とについて

・乾小学校には複式学級が現時点で2つあり、4学年に及
ぶ。全体でも50人以下であり、少人数、小規模校過ぎ
るとの判断である。

・富波小学校では現時点ですべて単式学級であるが、平
成20年度以後は複式学級となる予測であり、該当しな
い学年も1学級10人以下で、全体でも60人以下であ
り、少人数、小規模校過ぎるとの判断である。

・3校が統合することにより、ほとんどの学年で2学級編
制となり、適正規模となる。

ウ）「伊自良中学校と高富中学校」を統合することについて

・伊自良中学校は平成21年度から学年単学級となり、中
学校の規模としては小規模校過ぎるとの判断である。

・高富中学校と統合することにより、1学年6学級、全体
で18学級となり、適正規模の範囲と判断される。

・中学校区の区分見直しにより伊自良中学校の存続もあ
り得るが、地域コミュニティーの尊重の観点からみる
と、数合わせのためとの批判を受けかねない。

エ）その他の該当校について

・大桑小学校については、現状の規模から統合の対象校
に該当するが、校区内の児童養護施設への入退所があ
り、今後は児童数増となることも考えられるため、今
後の児童数の推移をみながら改めて検討する。

２「1学年15人程度を下回る小規模小学校については、今後

の児童数の推移を見ながら、改めて検討する。」ことについて

（1）数年先（0～5歳）の児童数予測において1学年15人程
度を下回る学校が出てくるが、複式編制とはならない見
込みである。

（2）数年以上先の人口は予想がつかないため、今後の児童
数の推移をみながら改めて検討することとした。

３ 当委員会では、本報告書には記載していない多くの意見が

出されたが省略することとし、詳細については会議録をあ

わせて提出するので参照されたい。

学校規模

学級数 1～5 6～11 12～18 19～24 25～30 31以上

過小規模 小規模 適正規模
学校統合の場
合の適正規模

大規模 過大規模

（別紙）結論に至った理由
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山県市立小学校及び中学校の適正規模等の検討結果について（中間報告）
平成18年6月22日付けで貴委員会から諮問された事項について、当検討委員会は慎重に審議を重ねた結果、

下記のとおり中間報告する。下記の結論に至ったそれぞれの理由は別紙のとおりである。
なお、審議にあたり、次に示す基本的な立場を確認してすすめた。
・地域社会の地理的、歴史的、文化的及び社会的背景を考慮しながら、教育あるいは教育環境の問題とし
て子どもを中心にすえて審議する。
・各種団体の役職員である委員もいるが、各委員は自己の見識に基づき審議する。

記
１　21世紀を生きる子どもたちの教育について

・「生きる力」が今日の教育の目標になっているが、「知・徳・体」の調和のとれた人間性豊かな子ども
の育成、すなわち「学力・仲間に関わる力（社会性）・体力」について子どもに本当の力をつけていく
ことが教育の不易（普遍）である。
・学ぶ意欲や方法など、生涯学習の基礎となる学力の定着を図るとともに、画一的な人間を求める教育で
はなく、一人一人の個性を生かし伸ばす教育をおこない、体験学習をとり入れたり、努力の継続の大切
さを教える。
・「ふるさと山県」というふるさと意識を育てる。

２　山県市立小学校及び中学校の適正な規模等のあり方について

（1）小規模校や少人数学級の長所を認めながら、過小規模あるいは過少人数である学校の適正規模化を図
るため、総合的に判断し次のとおり学校の統合を図ることが望ましい。
・伊自良北小学校と伊自良南小学校
・乾小学校、富波小学校と西武芸小学校
・伊自良中学校と高富中学校

（2）1学年15人程度を下回る小規模小学校については、今後の児童数の推移をみながら改めて検討する。

３　付　記

当委員会の直接の検討事項には該当しないが、関連する内容について当委員会あるいは公聴会において
出された意見や要望を付す。
・学校運営の工夫や教職員の資質向上に努める。
・学校が統合されたとき、通学時間や通学方法の検討をする。
・廃校となる学校跡地の有効利用のあり方を検討する。
・少子化及び過疎化対策としての地域活性化のあり方を検討する。

「山県市立小学校及び中学校適正規模等検討委員会」からの中間報告
山県市教育委員会

去る3月9日、「適正規模等の検討結
果」について検討委員会から中間報告
がだされました。
検討委員会では5回にわたり慎重に

審議を重ねていただき、今回の中間報
告となりました。

●第2回公聴会の開催
伊自良地区 5月19日（土）午後7時30分～

文化の里花咲きホールにおいて
美 山 地 区 5月20日（日）午後7時30分～

美山中央公民館において

小学校名

伊自良南小

伊自良北小

西 武 芸 小

富　波　小

乾　　　小

中学校名

高　富　中

伊 自 良 中

学級
人数
学級
人数
学級
人数
学級
人数
学級
人数

学級
人数
学級
人数

０歳
1
18
1
11
1
14
1
10
1
6

６歳
5

199
2
41

１歳
1
14
1
11
1
20
1
10
1
11

７歳
5

194
1
39

２歳
1
24
1
8
1
26
1
10
1
5

８歳
5

193
1
23

３歳
1
20
1
11
1
28
1
7
1
9

９歳
5

171
1
29

４歳
1
29
1
13
1
25
1
6
1
7

10歳
6

217
1
36

５歳
1
24
1
10
1
33
1
16
1
11

11歳
5

200
1
33

小１
６歳
1
25
1
16
1
29
1
8
1
8

中１
12歳
5

182
2
44

小２
７歳
1
27
1
12
1
31
1
10
1
9

中２
13歳
5
195
1
29

小３
８歳
1
15
1
8
1
40
1
10
1
4

中３
14歳
5
199
2
45

小４
９歳
1
23

6
1
29
1
10

8

小５
10歳
1
27
1
9
1
28
1
18
1
9

小６
11歳
1
22
1
11
1
25
1
8

6

特殊
学級
1
3

1
1

特殊
学級
2
6
1
2

18年度
計
7
142
5
62
7
183
6
64
4
44

18年度
計
17
582
6
120

19年度
推計
7
144
5
61
7
191
6
72
5
49

19年度
推計
17
583
5
108

20年度
推計
7
146
5
65
7
188
6
60
5
47

20年度
推計
18
605
5
115

21年度
推計
7
143
6
70
7
187
6
57
5
48

21年度
推計
18
594
4
100

22年度
推計
7
152
6
70
7
173
5
57
5
49

22年度
推計
18
587
4
90

23年度
推計
7
139
6
69
7
162
5
57
5
51

23年度
推計
17
564
4
93

24年度
推計
7
132
6
64
7
147
5
59
4
49

24年度
推計
17
592
5
105

（参考資料） 平成18年度　山県市立小・中学校の児童生徒数推計表 （平成18年4月1日現在）

※紙面の都合上、関係小中学校分のみ掲載
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▼
募
集
人
員

事
務
職
　
1
名

▼
賃
金

日
額
5，
6
0
0
円

▼
勤
務
内
容

予
約
受
付
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間

原
則
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
4
時
15
分
（
実
働
7
時
間
）

▼
勤
務
地

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

キ
ャ
ン
プ
場

▼
雇
用
期
間

4
月
20
日
〜
9
月
30
日

▼
勤
務
日

週
5
日
（
土
日
、
祝
日
勤
務
有
）

▼
条
件

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
50
歳
ま
で

の
人

▼
応
募

4
月
10
日
　
ま
で
に
履
歴
書

を
産
業
振
興
課
（

22
―

6
8
3
0
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
バ
ザ
ー

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
店
（
2
間
×
3
間
、
1
張
り
限
定
）

は
有
料
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

す
。（
市
内
在
住
者
優
先
）

な
お
、
臨
時
的
営
業
許
可
申
請
が
必
要

な
人
は
、
出
店
説
明
会
で
保
健
所
の
指
導

が
あ
り
ま
す
。

▼
開
催
日

6
月
3
日
　

▼
開
催
場
所

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

▼
応
募
期
間

4
月
5
日
　
〜4

月
23
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
産
業
振
興
課
内
）

22
―

6
8
3
0

22
―

6
8
5
0

地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
や
乳
幼
児
学

級
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ
く
「
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

※
本
年
度
よ
り
各
中
央
公
民
館
で
行
っ
て

い
た
「
乳
幼
児
教
室
」
は
子
ど
も
家
庭
課

が
担
当
と
な
り
ま
す
。

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容

○
中
央
公
民
館
で
行
う
乳
幼
児
学
級
の

企
画
・
運
営
・
お
手
伝
い

○
地
域
の
子
育
て
相
談

○
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

へ
の
参
加

▼
応
募
資
格

（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

○
市
乳
幼
児
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
経
験
者

○
市
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
者

○
小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
所
有
者

○
保
育
士
の
免
許
所
有
者

○
岐
阜
県
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
修
了
者

○
そ
の
他
子
育
て
講
座
受
講
者
・
修
了
者

▼
応
募
方
法

4
月
13
日

ま
で
に
子
ど

も
家
庭
課
（

22
―

6
8
3
9
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

4月07日（土） たかとみスポーツクラブ　スタートの会

4月08日（日） ふれあいソフトバレーボール大会

4月15日（日） 岐阜県社会人クラブチーム対抗バドミントン大会

4月18日（水） 岐阜県レディースバドミントン春季大会

4月22日（日） 連盟杯たかとみバレー大会

4月29日（日） 山県市スポーツ少年団　合同入団式

※総合グラウンド、総合テニスコートは、今月から使用できます。

総合体育館　　22- 6622 【休館日　毎週月曜日】

総合体育館 4月 スポーツイベント

美
山
キ
ャ
ン
プ
場

日
日
雇
用
職
員
募
集

や
ま
が
た
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市健康づくり
ゴルフコンペの開催

●日　時 5月17日（木）
●場　所 やまがたゴルフ倶楽部

美山コース（谷合）
●対　象 市内在住者、在勤者、協賛企業

関係者
●定　員 120人（先着順）
●問い合わせ先

市商工会伊自良支所　　36-2633

（金）

（日）
（木）

（月）

（火）
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市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
で
は
、
米

国
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
市
（
友
好
姉
妹
都
市
）

の
青
少
年
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
ご
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
、
異
国
の
文
化
に
触

れ
、
友
情
を
深
め
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象

市
内
在
住
の
ご
家
庭

▼
受
入
期
間

8
月
上
旬
の
約
10
日
間

▼
募
集
期
間

随
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
　

22
―

6
8
4
5

（
一
般
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
技
術
・
薬
剤
）

▼
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
大
卒
ま

た
は
大
卒
見
込
）
※
修
士
学
位
取
得
者

は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
間

4
月
2
日
　
〜5

月
11
日
�

▼
1
次
試
験

5
月
19
日
　
・
20
日
　

※
20
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
の
み

▼
試
験
科
目

一
般
教
養
・
専
門
学

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

（
岐
阜
市
神
田
町
6
―

22
）

0
5
8
―

2
6
2
―

1
8
1
8

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

「
自
ら
学
び
、
仲
間
づ
く
り
に
努
め
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
内
容

①
子
ど
も
会
の
お
手
伝
い

②
栗
祭
り
な
ど
出
店

③
仲
間
と
の
親
睦
活
動

▼
応
募
資
格

市
内
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
　

22
―

6
8
4
5

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
が
障
害

を
克
服
し
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
め
る

よ
う
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
、
お
よ
び
平
成
18
年
度
に

減
免
を
受
け
ら
れ
た
人
で
障
害
の
程
度
が

変
わ
っ
た
り
、
軽
自
動
車
を
買
い
換
え
ら

れ
た
り
し
て
内
容
が
変
更
と
な
っ
た
人
は
、

印
鑑
、
車
検
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
ご
持
参
の
う
え
税
務
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
公
益
に
資
す
る
目
的
で
使
用
し

て
い
る
軽
自
動
車
の
税
金
も
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
限

5
月
24
日
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　
　
　

22
―

6
8
2
2

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会会

員
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

山
県
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
員
募
集

軽
自
動
車
税
の減免

申
請
に
つ
い
て

■子どもお茶教室募集
抹茶の飲み方、点て方など

の基本を楽しく学んでみませ
んか？
◆対　　象 市内小中学生
◆募集人数 15名（先着順）
◆募集期間 4月 1 日（日）～

4月30日（祝）
◆場　　所 古田紹欽記念館
◆開催日時 毎月第2土曜日

（年10回で8月は休み）
第1回　5月12日（土）
10:30～11:30

◆参 加 費 年間3,000円（抹茶菓子代300円×10回）
◆持 ち 物 白い靴下
◆講　　師 大島宗甫（裏千家）
◆申込・問い合わせ先

古田紹欽記念館　　36-1023

■抹茶体験料金改定のお知らせ
4月1日から、抹茶体験料金が1服400円（菓子付）にな

りました。なお、お得な回数券11枚綴り（4,000円）の販売
も始めましたので、ぜひご利用下さい。

善
意

12
月
23
日
に
、
市
健
康
づ
く
り
協
議

会
が
開
催
し
た
「
山
県
市
健
康
づ
く
り
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
の
募
金
（
9
万
6
千
5
百
円
）

を
市
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（月）

（金）
（日）

（土）

（木）
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▼
申
込
期
限

4
月
24
日
　

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　

22
―

6
8
3
9

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
1
4，
1
0
0
円
で
す
。

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
、
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
が
保
険
料
の
納
付
期
限
で
す

が
、
申
し
出
に
よ
り
当
月
末
に
口
座
振
替

を
行
う
場
合
は
、
50
円
割
引
と
な
り
ま

す
。

▼
当
月
末
振
替
（
早
割
）
へ
の
変
更
手
続

き
翌
月
末
振
替
で
納
付
を
し
て
い
る
人

が
、
割
引
の
あ
る
当
月
末
振
替
へ
変
更

す
る
場
合
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
お
よ
び

社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
同
申
出
書
は
、
社
会
保
険

事
務
所
、
市
役
所
、
金
融
機
関
に
あ
り

ま
す
。

▼
初
回
の
振
替
に
つ
い
て

原
則
2
ヶ
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料

（
前
月
分
と
当
月
分
）
が
振
替
に
な
り
ま

す
。

▼
当
月
末
振
替
で
当
月
末
に
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合

翌
月
末
日
に
定
額
の
国
民
年
金
保
険

料
額
（
50
円
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）

で
再
振
替
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
再
振

替
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
後
日
、

納
付
書
が
届
き
ま
す
の
で
納
付
書
に
て

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

0
5
8
―

2
9
4
―

6
3
6
3

お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ

ん
が
毎
日
の
食
事
か
ら
と
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
を
吸
収
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
で
妊
娠
中
の
か
ら
だ

と
栄
養
、
食
生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。
※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

4
月
27
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変
化
・
必

要
な
栄
養
素
な
ど
の
勉
強
会
、
調
理
実

習
▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

（
早
割
）
が
お
得
で
す

市災害ボランティア・サポートセンター
の会員を募集しています

災害が起きたときに大きな役割を担うボラン
ティア。皆さんもボランティアとして活動して
みませんか。
詳細については、「社協だより」4月号をご覧

ください。
●問い合わせ先
市災害ボランティア・サポートセンター
（市社会福祉協議会：協力機関） 52-3010

平成19年度から
軽自動車税の納付期限が
4月30日から
5月31日に変更となります。

この変更に伴い、平成18年度車検用納税証
明書は、有効期限を延長して5月31日まで使用
できます。
なお、各関係機関にも期限を延長して使用で
きるように通知しています。
●問い合わせ先 税務課　　22- 6822

（火）

（金）
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険
適
用
事
業
場
の
全
事
業
主
が
対
象
で
、

労
働
保
険
の
確
定
保
険
料
の
申
告
に
併
せ

て
申
告
納
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
般
拠
出

金
率
は
千
分
の
0
・
0
5
で
す
。
支
払
い

賃
金
総
額
が
一
千
万
円
の
場
合
、
一
千
万

円
×
千
分
の
0
・
0
5
＝
五
百
円
と
な
り

ま
す
。

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
5
月
21
日
�

が
期
限
で
す
。
詳
細
は
、
年
度
更
新
申
告

書
に
同
封
し
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

0
5
8
―

2
4
5
―

8
1
1
5

平
成
19
年
度
労
働
保
険
の
年
度
更
新
が

4
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
た
び
雇
用
保
険
の
保
険
率
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
平
成
19
年
4
月
よ
り
一
般

事
業
の
保
険
率
が
千
分
の
19
・
5
か
ら
千

分
の
15
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス

ト
）
健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般
拠

出
金
」
の
申
告
・
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

「
一
般
拠
出
金
」
と
は
、「
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

石
綿
健
康
被
害
者
の
救
済
に
充
て
る
た

め
、
事
業
主
の
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く

も
の
で
す
。「
一
般
拠
出
金
」
は
労
災
保

事
業
主
の
皆
様
へ
　

「
岐
阜
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

70歳未満の国民健康保険加入者の皆さんへ�70歳未満の国民健康保険加入者の皆さんへ�

入院時の医療費の窓口負担額が減ります！�

　4月1日から70歳未満の国民健康保険被保険者は、
事前に「限度額適用認定証」の交付を受け、医療機
関に提示することで、入院時に限り、窓口負担が自
己負担限度額までの支払いで済むことになり、一時
的な費用負担が軽くなります。�
「限度額適用認定証」の交付を受けようとする人は、
保険証・印鑑を持参のうえ、市民課で申請してくだ
さい。�

※詳しくは、市民課
（　22－6827）へお尋
ねください。なお、
社会保険などに加入
している人は、それ
ぞれの機関へお問い
合わせください。�

平成19年3月末日まで�

①自己負担分（3割負担）の支払い�

②高額療養費の支給申請�

③約3か月後に支給�

患
　
者�

医
療
機
関�

国
　
保�

患
　
者�

医
療
機
関�

①認定証の交付�
　申請�

②認定証を交付�

④限度額を超え�
　る分を支払い�

③限度額適用認定証を提示して自己負担�
　限度額までを支払い�

平成19年4月から�

国
　
保�

空気が乾燥して季節風が強くなるこの時期は火災が
発生しやすく、火の後始末が悪ければ取り返しのつか
ない火災となります。特に山火事は大災害となること
が多く人命や貴重な財産を一瞬のうちになくしてしま
います。
山火事のほとんどは人災です。発生を防ぐには、私

たちひとりひとりが気をつけなければなりません。市
民の皆様には次のことを守っていただくようお願いし
ます。
・枯草など、火災が起こりやすい場所でのたき火はし
ないこと。
・たき火の場所を離れるときは、完全に消火すること。
・強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしない
こと。
・火入れの許可は必ず受けること。
・タバコの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てない
こと。
・火遊びはしないこと。

山県市消防本部
22- 0119火災・救急・救助は119番

統一標語

「伝えたい 森のやさしさ 火のこわさ」

山火事に�
気をつけましょう�！�
山火事に�
気をつけましょう�！�

（月）
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市食生活改善連絡協議会�

こ
の
ご
ろ
の
生
活
は
あ
ま
り
頭
を

使
わ
な
く
て
も
何
と
な
く
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。
頭
を
使
わ
な
い
と
だ
ん
だ

ん
機
能
が
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

頭
が
元
気
な
う
ち
か
ら
頭
を
使
う

こ
と
を
日
常
生
活
の
中
で
見
つ
け
、

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
脳
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
脳
を
き
た
え
若
々

し
い
脳
を
保
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

市
で
は
、
高
齢
者
の
認
知
症
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
い
う
川
島
隆
太
教

授
の
研
究
を
も
と
に
「
脳
の
健
康
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
の
ね
ら
い
は
、
楽
し
く
学

習
し
な
が
ら
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
脳

機
能
の
維
持
と
向
上
を
図
る
こ
と
で

す
。
週
1
回
、
教
室
で
の
音
読
や
簡

単
な
計
算
学
習
と
、
毎
日
15
分
程
度

の
家
庭
学
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
材
は
、
小
学
校
低
学
年
程
度
の

計
算
、
万
葉
集
や
短
歌
、
紀
行
文
や

童
話
と
い
っ
た
読
み
書
き
で
す
。「
む

ず
か
し
い
」
と
い
う
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

学
習
お
手
伝
い
の
「
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
」
や
、
同
じ
教
室
の
仲
間
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
よ
り
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

健康課　　22-6838

年齢はだれでも同じようにとり、いつまでも若いまま
ではいられません。「高齢者」とは「将来の自分」である
という意識を持ちましょう。
人の性格や考え方は、その人の生きてきた長い歴史に

より大きく変化することが多くあります。
高齢者は一般的に長い年月を経て培われた技術と知識

があり、それを日々向上させていくことができる反面、
多くの喪失体験をして、消極的になりやすくなります。
また、気力が衰え悲観的になり、寂しさ・ひがみなどを
持ちやすくなるなど、自分の生きてきた環境や価値観を変
えにくくなるため環境の変化に適応しにくくなります。
この誇りと衰えの両方を抱えた高齢者の複雑な心理を

充分に理解しましょう。
高齢者の多くは不安を抱えています。この不安は、さ

まざまな言動に表れてきます。うつ状態、あせりやいら
だち、落ち着きのなさ、寂しがる、攻撃的な言葉（強い
不満や非難、悪口など）、自己本位な欲求、ねたみなど人
によって異なります。
このような言動がみられる時は、不安をやわらげ安心

できるように話を聞いてあげましょう。

食
は
健
康
の
源
。
健
康
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
食
生
活
・
運
動
・
休
養

の
基
礎
に
つ
い
て
調
理
実
習
を
取
り

入
れ
10
回
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

▼
第
1
回
開
催
日

5
月
24
日
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

▼
場
所保

健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物

1，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
、
食
材
料
代
含
む
）
米
一
合
・

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込

5
月
10
日
　
ま
で
に
健
康

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《じゃがいももち》
①じゃがいも（約300g）を茹で
て、つぶしておく。片栗粉（大
さじ3～4）を入れてよく混ぜ合わせる。
②①を丸めて、形をととのえる。
③フライパンで両面を焼き、たれ（しょうゆと砂糖の
量はお好みで）でからめる。

おおむね60歳以上の市民。
両会場とも先着20人、最少開催人員10人
6月～11月　週1回
9:30～12:00
一人当たりの学習時間40分程度です
西武芸公民館　毎週火曜日
伊自良老人福祉センター　毎週水曜日
1,575円（教材費）
5月15日（火）

対 象 者

学 習 日

開催時間

場 　 所

費用・月額

申込期限

勤務場所

勤務時間

募集人数

報 　 酬

条件・資格

面　　接

申込方法

西武芸公民館　毎週火曜日
伊自良老人福祉センター　毎週水曜日勤務
9:00～12:00【毎週火・水曜日の両方またはどちらか】
数名
1回　2,000円
年齢60歳未満で高齢者の自立支援に興味のある人。
面接日などは個別に連絡します。
4月27日（金）までに履歴書を健康課に提出して
ください。

「脳の健康教室」参加者の募集 「脳の健康教室」サポーターの募集

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

さ
あ
　
始
め
ま
し
ょ
う
！

い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室

（木）

（木）
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高富児童館 22-4750
休館日：1日・8日・15日・22日・29日・30日

学童行事参加者は、4月3日（火）午前9時より各施設ごとに申込受付を開始します。（電話での受付もできます）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設にお尋ねください。
☆4月から高富児童館の休館日が毎週日曜日に変わります。

将棋クラブ

【持ち物】お茶

7日（土） 9：30～11：00

市内の小学生だれでも参加できます。
一緒に遊びましょう。学 童 行 事

子どもげんきはうす　　 23-2323
休館日：1日・9日・15日・16日・23日・29日・30日

市内の小学生だれでも参加できます。
一緒に遊びましょう。学 童 行 事

お話し大好き
大型絵本と手遊び

12日（木）

おもしろ
スタンプ遊び

高富児童館
22-4750

子どもげんきはうす
23-2323

ピヨケロサークル マミーサークル

毎月第1・3水曜日 毎月第2・4水曜日

26日（木）

出前児童館
「げんき」のご案内

平成19年度
幼児クラブ参加者募集

◆問い合わせ先
＊子どもげんきはうす 23-2323
（子育て支援センター）
＊高富児童館 22-4750

乳幼児親子を対象に、おもちゃ作り、リズム
遊び、絵本コーナーなどいろいろな内容で年
間通して実施していきます。

●対象者
1・2歳児（H16.4.2～H18.4.1）と、その保護
者（市内在住か在勤の人）
●申込受付 4月2日（月）～4月21日（土）
●申込方法 申込用紙（各施設に用意）に必要
事項を記入の上、各施設にお申し込みくださ
い。

場所：伊自良中央公民館
時間：10:00～11:30

問い合わせ先
生涯学習課　　22―6845

4月の読み聞かせ教室

4月の家庭教育講座
【わくわくランド】
●会　場 高富中央公民館図書室　　22－3351
●日　時 4月14日（土）午前10時30分～

【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
●会　場 みやまジョイフル倶楽部　　55－2608
●日　時 4月07日（土）午前10時～

4月18日（水）午前10時～
【お話しピーチク読み聞かせ】
●会　場 山県市図書館　　36－3339
●日　時 4月07日（土）午後2時～

4月14日（土）午後2時～
4月21日（土）午後2時～
4月28日（土）午後2時～

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育てにつ
いて考えてみましょう。 ※託児あります
●対　象 子育てにかかわる人どなたでも
●日　時 4月18日（水）午前10時～正午
●会　場 桜尾公民館
●テーマ 「家庭教育の重要性」

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

切り絵教室

【持ち物】しきし1枚・ハンカチ

14日（土） 9：30～11：30 10人

将棋クラブ

【持ち物】お茶

21日（土） 9：30～11：00

アレンジフラワー

【持ち物】材料費500円・はさみ・
大きめのマグカップ

28日（土） 10：00～11：00 10人

ドッジボール大会

【持ち物】お茶・ハンカチ・帽子

14日（土） 10：00～12：00

バルーンアートで遊ぼう

【持ち物】ハンカチ・お茶

28日（土） 10：00～12：00 20人
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4月

17日（火） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

20日（金） 13:00～15:00
ふれあい

センター

※多重債務関係の相
談は弁護士相談で
受け付けます

行政相談

12日（木） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

弁護士相談

05日（木） 10:00～12:00

08日（日） 13:00～15:00

19日（木） 10:00～12:00

26日（木） 10:00～12:00

ハッピーライフ
（結婚）相談

20日（金） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

1日（日）

8日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（祝）

遠渡内科
山県市東深瀬

ひらまつ耳鼻咽喉科
山県市高富

もりこどもクリニック
山県市東深瀬

にのみやクリニック
山県市高富

森医院
山県市高富

岡本医院
山県市佐賀

0581―27―2888

0581―22―0288

0581―23―0321

0581―22―1717

0581―22―1024

0581―22―3687

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

06日（金）

20日（金）
受付13:00
～14:00

（伊）老人福祉
センター

ふれあい
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

09日（月）

24日（火）

受付10:00
～11:00

受付10:00
～11:00

構造改善
センター

（伊）老人福祉
センター

乳幼児相談

すこやか相談（予約必要）
子ども家庭課　　22―6839

予防接種

BCG

27日（金）

受付9:30
～11:00

ふれあい
バザール

受付12:00
～13:00 （株）オンダ製作所

受付14:30
～16:00

ホームセンター
バロー

献血

26日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

19日（木）ふれあいセンター

心の相談（予約必要）
社会福祉課　　22―6837

17日（火）10:30～13:00
ふれあい

センター

離乳食前期教室（3日前までに予約
必要）子ども家庭課　　22―6839

04日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

乳幼児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

3歳児健診

10・11か月児健診

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれ
あいセンター、「（伊）老人福祉セン
ター」は伊自良老人福祉センター、
「構造改善センター」は美山構造改
善センター

04日（水）受付13:30～13:45
構造改善

センター

18日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

25日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

04日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

11日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

04日（水）受付13:00～13:15
構造改善

センター

5月6日までの予定
休 日 診 療：3日（祝）なりみやクリニック　山県市高富　　0581-22- 1213

4日（祝）後藤医院　岐阜市三輪　　058-229- 1031
5日（祝）鳥澤医院　山県市大森　　0581-36- 2311
6日（日）松井医院　岐阜市石原　　058-229- 5655

3・4ヶ月児健診：2日（水）受付13:00～13:15 ふれあいセンター

季
節
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
常
時
体
験

メ
ニ
ュ
ー
、
出
張
教
室
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
教
室
を
年
間
通
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

香
り
会
館
　
　

22
―

5
4
0
0

体
験
教
室
年
間
メ
ニ
ュ
ー
表

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

フレッシュ�
ハーブ�

お香作り�

アレンジ�
虫対策�
スプレー�

リース�
アレンジ�

バラ�

クリスマス�

リース�
アレンジ�

正月�

リース�
アレンジ�

バレンタイン�

アレンジ�
コサージュ�

おひなさま�

リース�
ほうき�
せっけん�

レモングラス�

アレンジ�
リース�
せっけん�ラベンダー�

スティック�
ほうき�
香り� 藍�

染め�

香　水�

リース�
＆�

クラフト�

せっけん�
＆�

入浴剤�

コスメ�

香水びん（2ml） 1,000円�
香りのペンダント（1ml） 1,500円�
コロン　アトマイザー（4ml） 1,000円�
アロマコロン（50ml） 1,000円�
ルームスプレー（50ml） 1,000円�
ねり香水 1,000円�
香りのストレス解消と生活診断 1,000円�

リース 600円～�
アレンジ 600円～�
プリザーブドフラワー 1,500円～�
コサージュ 1,000円～�

植物性ハーブせっけん（200g） 1,000円�
クリアせっけん（50g 2個） 1,000円�
バスボム（発泡入浴剤） 1,000円�
バスエッセンス（10ml） 1,000円�

ローズヒップクリーム（10g） 500円�
ローズヒップクリーム（20g） 1,000円�
リップクリーム 500円�

千日紅�
アレンジ�
リース�

カモミール�

つるかご�

せっけん�
染め�

季 節 の 体 験 メ ニ ュ ー�
2007　香 り 会 館 体 験 教 室 年 間 メ ニ ュ ー�

常 時 体 験 メ ニ ュ ー�

出張教室も承ります� “期間、料金等はお問い合わせください。”�

美山山村開発センター

27日（金）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

19日（木）受付13:15
～14:00

ふれあい
センター26日（木）

ポリオ
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4月の�

～5月6日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出をされ
た、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲載を
ご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡ください。

高　富

西深瀬

高　木

大　桑

青　波

岩　佐

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

2月届出分

高　富

佐　賀

西深瀬

東深瀬

高　木

伊佐美

赤　尾

大　門

佐　野

船　越

岩　佐

高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

梅　原

椎　倉

大　桑

藤　倉

大　門

原

田　栗

富　永

岩　佐

3 0 , 8 7 7 人（－28人）

男　 1 5 , 1 1 6 人（－13人）

女　 1 5 , 7 6 1 人（－15人）

世 帯 数　 0 9 , 9 9 9 戸（－03戸）

前月比

人口の動き（平成19年3月1日現在）

22日
缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日
ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

5日
（5月3日） 18日

19日

16日

17日

10日
11日

12日
13日

24日

25日
26日

3日
（5月2日）

2日
（5月1日）

3日
（5月2日）

4日

5日

19日

20日

17日

23日

17日

16日

26日

24日

26日

27日

6日
（5月4日）

9日

10日

7日
（5月5日）

11日

10日

12日

14日

21日

18日

18日

13日

4日
（5月2日） 6日

9日3日
（5月1日）

2日

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）

2月の来庁者　6人
●場　所　市役所　徴収対策室
●時　間　午後9時まで
●問い合わせ先　　徴収対策室　　22－6843

税金は納期限までに納めましょう
2月末までの預金・土地などの差押件数………累計66件

「夜間納付窓口」および
「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（水）です
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000 ―1
総務部秘書広報課
0581―22―6821
0581―27―2075

平成19年4月1日発行
http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.gifu-yamagata.lg.jp

発 行

編 集

URL

E-mail

▼
伊
自
良
湖
の
越
流
堰（
ぜ
き
）補
修
工
事
が
終

わ
り
ま
し
た
。
別
の
と
こ
ろ
に
い
た
コ
イ
も
帰
っ
て

き
て
、従
来
の
伊
自
良
湖
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
お
花
見
の
季
節
、湖
畔
に
映
る
桜
も
き
れ

い
で
す
。
早
く
満
開
に
な
ら
な
い
か
な
あ
。
▼
四

月
八
日
　
は
、伊
自
良
湖
畔
一
帯
で
行
わ
れ
る

「
い
じ
ら
湖
桜
ま
つ
り
」。ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
ス
テ
ー

ジ
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
ビ
ン
ゴ
大
会
、と
て
も
楽
し

み
で
す
。
そ
し
て
、伊
自
良
ふ
れ
あ
い
・
さ
わ
や
か

ド
ー
ム
周
辺
で「
芝
ざ
く
ら
ま
つ
り
」も
同
日
開

催
で
す
。
▼
散
策
に
素
敵
な
人
と
出
か
け
た
い
け

ど
、た
ぶ
ん
仕
事
。カ
メ
ラ
を
持
っ
て
取
材
に
う
か

が
い
ま
す
。

（
桐
）

▼
桜
も
咲
き
す
っ
か
り
春
で
す
。
▼
今
年
は
暖
冬

で
し
た
が
、目
標
で
あ
っ
た
ス
ノ
ボ
ー
、シ
ー
ズ
ン
二

十
回
以
上
を
達
成
し
ま
し
た
。
営
業
し
て
い
る
ス

キ
ー
場
が
あ
る
限
り
ま
だ
ま
だ
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
ほ
と
ん
ど
飛
騨
の
ス
キ
ー
場
へ
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
と
空
い
て
い
る
ゲ
レ
ン
デ
。

リ
フ
ト
券
売
り
場
の
お
ば
さ
ん
達
の
気
さ
く
な

人
柄
と
笑
顔
の
と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
の

一
句「
そ
の
笑
顔
　
真
似
て
恋
人
　
探
す
僕
」▼

お
ば
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、笑
顔
を
大
切
に
し
て

僕
は
取
材
に
出
か
け
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、カ
メ
ラ

を
持
つ
と
緊
張
し
て
笑
顔
が
な
く
な
り
ま
す
が
、

余
裕
が
な
い
だ
け
で
す
。
皆
さ
ん
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

（
橋
）
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い
と
パ
ー
ツ
を
組
ん
だ
。

同
教
諭
か
ら
、
加
工
・
操
縦
技

術
を
学
び
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

最
初
に
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
何
度

も
作
り
変
え
、
自
分
の
考
え
や
ア

イ
デ
ア
を
形
に
で
き
る
取
り
組
み

に
生
徒
た
ち
は
、「
選
択
授
業
で

チ
ー
ム
や
仲
間
と
一
つ
の
こ
と
に

夢
中
に
な
っ
て
で
き
る
楽
し
さ
を

学
ん
だ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い
る
「
創

造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」（
全
日
本
中
学
校
・
技
術

家
庭
科
研
究
会
主
催
）
に
毎
年
出

場
。
同
岐
阜
県
大
会
に
は
3
年
連

続
で
出
場
し
、
昨
年
の
団
体
戦
で

は
ベ
ス
ト
8
ま
で
進
出
し
た
。

授
業
時
間
だ
け
で
な
く
、
放
課

審
判
の
合
図
で
、
ゾ
ー
ン
か
ら

ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
。
ま
る
で
魂
が

吹
き
込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
…
。

繊
細
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す

る
選
手
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
2
人

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
魅
力

を
感
じ
た
。

2
月
25
日
、
美
山
中
学
校
（
稲

葉
律
夫
校
長
）
で
、
選
択
教
科

（
技
術
）
の
一
年
間
の
集
大
成
と

し
て
行
わ
れ
た
「
美
山
中
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
大
会
」
に
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
勢
ぞ
ろ
い

し
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ

た
。こ

れ
は
、
自
陣
コ
ー
ト
に
置
か

れ
た
タ
ワ
ー
を
崩
さ
ず
に
ア
イ
テ

ム
を
取
り
出
し
得
点
を
競
い
合
う

競
技
。

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
と
お
し
て
工

夫
し
創
造
す
る
能
力
を
養
っ
た
生

徒
た
ち
。
試
合
の
勝
ち
負
け
よ

り
、
発
表
会
と
し
て
楽
し
む
生
徒

た
ち
の
そ
ば
に
は
、「
大
き
く
成

長
し
て
く
れ
た
」
と
目
を
細
め
て

見
守
る
鷲
見
亮
教
諭
が
い
た
。

2
年
生
21
人
と
3
年
生
28
人

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
興
味
が
あ

り
、
技
術
を
選
ん
だ
。
週
1
回
の

授
業
で
、
自
分
達
が
願
う
動
き
を

実
現
さ
せ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
た

仲
間
と
と
も
に
学
ぶ
楽
し
さ

後
や
夏
休
み
中
に
も
学
校
、
友
だ

ち
の
家
に
集
ま
っ
て
練
習
に
励
ん

だ
成
果
だ
と
い
う
。

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
で
、
一
緒

に
が
ん
ば
れ
る
仲
間
が
い
る
こ
と

や
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
で
き
る

の
は
、
応
援
や
運
営
に
貢
献
し
て

く
れ
る
温
か
い
仲
間
が
い
る
こ
と

に
も
気
づ
い
た
。

仲
間
と
の
信
頼
関
係
や
相
手
を

思
い
や
る
心
を
も
つ
生
徒
た
ち

は
、「
夢
中
に
な
れ
る
も
の
は
、

ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
人
と
し
て

大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
」
と

誇
ら
し
げ
に
話
し
て
く
れ
た
。

市
内
の
各
小
中
学
校
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
来
月
号
は
、
乾

小
学
校
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

（日）


